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●待望のオオムラサキを羽化させることができ、この普賢寺谷に確実に産卵する

成虫が生息していると確信を得ました。 

長い間で成虫に出会えたのは 4～5回という大変厳

しいことでした。2025 年までは冬の昆虫観察会で

はエノキの落葉をさぐって幼虫を探してきました

が、ここ数年オオムラサキの幼虫を見つける事が出

来ず、里山農園のエノキ林では見つけられないとい

う雰囲気が生じていました。ところが今回、吉村

君が 12 月に見つけた京田辺市産の幼虫を植木鉢の

エノキで育てて成長をさせました。エノキが枯れ

ないように水を切らさず葉っぱを守り続けたので蛹

にまで成長させることが出来たのだと思います。そ

して綺麗な雄が姿を見せてくれました。蝶の愛好家

は沢山おいでですが幼虫を成虫にまで飼育されたの

は珍しい事ではないでしょうか。この経験を活かし

て普賢寺の谷が国蝶オオムラサキの里として発展で

きることを夢見ています。 

 

●ホタルの夕べと里山音楽会 6 月 13 日（土）16:00 集合 20:30 解散 

京田辺市にはホタルの出現する

場所が何ヵ所かあるとお聞きし

ます。私たち里山の会が打田の

炭焼き体験学習会でホタルが発

生しているとお聞きしてから 6

月のこの時期にホタル見学を実

行してきました。発生する時間

は 20 時を少し超えた時間帯と学

びましたので、それまでの暗く

なるまでを音楽会を開いてみることにして教育棟の大舞台を作り上げました。太鼓サークルや尺

八クラブ、大正琴チームなどの皆さんにご出演をいただき楽しいひと時を里山の風に触れながら

過ごしてきました。もちろん腹話術や皿回しの定番に加えて竹細工や植物観察・昆虫観察も楽し

みです。このように里山農園はいっぱい楽しむ事が出来るように充実してきました。昨日これま

でにない新しい場所でササユリの開花が発見されました。それらもみなさんを出迎えてくれるの

ではないでしょうか。今年も沖縄三線バンドの皆さんが楽しいひと時を計画してくださっていま

す。ぜひ思いっきり楽しんで自然に触れてみてください。きっとホタルも沢山飛翔してくれるこ

とでしょう。 

 

●木津川出張所長と淀川河川事務所環境課との話合い 木津川漁協さんも同席 6 月 16 日(火) 

6 月 4 日の木津川出張所所長との話し合いで木津川をアユの川にしていこうではないかと話が盛

り上がり、淀川事務所の環境課を交えた会合をするべきではないかとなり、6月 16 日に開催する

5 月 4 日時点 6 齢幼虫 

羽化前日の様子 



ことになりました。木津川魚協さんも大変乗り気ですので同席される約束をされました。※週刊

ニュース 1140 号参照 

 

●岐阜県安八郡輪之内町教育委員会から竹蛇籠製作の下打合せに来所 6 月 17 日(水)11:00 

6 月 9 日に輪之内町教育委員会からかねての展示場に竹蛇籠の製作展示のために制作者の声をお

聞きしたいことと、設置現場もできれば視察をお願いすると連絡がありまして 17 日に来所が決定

しました。 

 

●城陽市教育委員会から木津川での魚とりへの協力要請があり毎年恒例の取組として協力いたします。 

6 月 27 日（土） 

会場は玉水浜で魚とりと川流れ体験を中心にしたプログラムです。昨年は応援の保護者の皆さん

も懸命に安全対策に積極的に参加してくださって大変楽しい取組となりました。今年は竹門先生

も参加いただけるので内容充実した催しになると予想できます。台

風や梅雨の雨の心配もありますが、良い天気になることを祈ってい

ます。水難事故が心配ですが昨年 4人の皆さんが国土交通省の RAC

の講習会に参加いただいたのでその学習を大いに生かして取り組み

たいと思います。一人でも多くの方がスタッフとしてご協力いただ

ければ有難いです。ご連絡ください。 

 

●11 月 15 日（日）に結成 30 周年「記念の集い」を開催いたします。 

25 周年時の会員名簿に記載者（800 名弱）の皆さんにご案内のハガ

キを送付いたしました。8月初日には現会員様にはご出席のお伺い

の連絡をできるメールを活用してお送りする予定にしておりますの

でそれぞれのメールアドレスを里山の会お送りください。物価高騰

のおりご協力をお願いいたします。fddbw257@yahoo.co.jp 
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